
YCU × 国際都市ヨコハマ 

・GPA（2012年～） 導入 

・科目コード（2013年～） 

GPAを使ったコースＦＤによる教育の質向上 

 グローバルな視野を持って活躍する人材の育成 

 ＜教育の質保証と国際通用性の確保＞ 

・CAP制（2005年～） 

 ＜Practical English＞ 
TOEFL ５００点相当を３年次進級要件 

 ＜卒論必修＞ 
コースごとの判定基準 



国際水準の英語によるコミュニケーション能力の基礎を身につける 

Practical English 

Advanced 
Practical 
English 

学内での 
国際イベント 

海外体験 
プログラム 

海外留学・ 
語学研修 

実践の場 

グローバル人材の育成に向けて 

◆モティベーション喚起の 

海外フィールドワーク 

 ゼミなどの授業単位で、1～2週
間、海外で視察や調査、海外の
大学の学生との交流などを行う。 
 

◆主な訪問国 

韓国、中国、台湾、ベトナム、マ
レーシア、タイ、トルコ、ドイツ、
ラトビア、スウェーデン、アメリカ、
メキシコ、ブラジル、チリ、オース
トラリア 

◆参加学生数 

 平成24年度 約300名 

・海外インターンシップ 

・国際ボランティア 



グローバル人材養成の教育 

都市問題解決のためのアジア地域を中心とした大学間知的ネットワーク 

◆英語による授業の導入 

授業の英語化の方策－Team Teaching 

◆Academic Consortium 

◆海外調査実習（国際都市学系） 

海外調査実習Ａ（アジア） 

海外調査実習Ｂ（国連） 

海外調査実習Ｃ（国際協力） 

（地域調査実習） 

2010年 第１回総会・国際シンポジウム in 横浜 

      「持続可能な都市をめざして～大学の新たな役割～」 

2011年 第２回総会・国際シンポジウム in ペナン（参加学生数：18人） 

      「Towards a Sustainable Urban Future: A Collaboration of  

             Higher Education Institutions and Local Society」  

2012年 第３回総会・国際シンポジウム in バンコク（参加学生数：24人） 

      「Reimagining Sustainable Cities」  

2013年 第４回総会・国際シンポジウム in マニラ（予定） 

英語による授業の導入と授業内容の確保 

⇒授業の質を担保しながら英語で講義を行う 
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